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DuMA ニュースレター                                ２０２２年１２月２６日 

NHKのアンケート調査から 

 12月 21日の NHKニュースで南海トラフ地震発生時の医療についてのアンケート調査の結果が報告

されました。このニュースによると、南海トラフ地震では、津波による浸水の影響が続く中、病院での医療

を続けられるかが課題であると報告されています。NHKが影響が特に深刻と想定される高知市内の病

院にアンケートを行った結果、8割余りの病院が停電した場合、3日以内に電源不足に陥るおそれがあ

るとの事でした。詳しくは以下の URLから記事をお読み下さいませ。 

 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20221221/k10013929501000.html 

 

DuMAの国際共同研究 

１）ロシア科学アカデミーによる M8地震発生予測 

 ロシアはソビエト時代から、数理的な地震予知研究を熱心に進めてきました。実際、Institute of 

Earthquake Prediction Theory and Mathematical Geophysics,   Russian Academy of Sciences （ロシア

科学アカデミー, 地震予知理論・数理地球物理学研究所）という研究所が現在も活動しています 

ロシア科学アカデミーと UCLA（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）は、全世界のＭ８クラスの巨大地

震を５年間という中期で予測する【M8 algorithm】という地震の活動度･静穏化の状態を数値モデル化し

たツールを開発し、国際学術誌でもその成果が認められており、約 60％の予知率と評価されています。 

 DuMA/CSO はこの M8アルゴリズムの日本における窓口となっております。しばらくこの M８の予測を

取り上げておりませんでしたが、現在有効な予測では、幸い日本周辺では異常は観測されておらず、

巨大地震発生の可能性は極めて低い状態と M8では判断されています。 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20221221/k10013929501000.html
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 この予測は半年に１回更新されますので、２月頃に次回の予測が公表された段階で、また改めて現状

をお知らせします。 

 以下のページに M8アルゴリズムの解説を掲載しています。 

https://www.duma.co.jp/m8 

 

２）アテネ大学物理学部との共同研究 

 DuMA/CSO はギリシャ・アテネ大学物理学部に１９９１年から９２年にかけて１年間滞在した事があり、

それ以降、今も緊密に連携して研究を続けています。 

 電磁気学的な地震予知研究のみならず、近年は地震活動に統計物理学的な理論を適用し、巨大地

震発生時期および場所をある程度同定するアルゴリズムおよびパラメータを発見しました。 

 ２０１３年に気象庁の過去３０年ほどの地震データを用いて、東日本大震災前の２７年間に日本周辺で

発生したマグニチュード７．６以上の地震６個全ての地震の前に共通して現れた異常を発見しました。し

かしこの段階では、どこで発生するかまでの場所の同定はできませんでした。 

https://www.pnas.org/doi/pdf/10.1073/pnas.1312740110 

 

その後、２０１５年に場所をある程度同定するアルゴリズムを開発しました。 

https://www.pnas.org/doi/pdf/10.1073/pnas.1422893112 

 

 次の図は２０１５年の上記論文で東日本大震災の直前にどこで異常が発生していたかの図で、色の

濃い領域がより地震発生の可能性が高いと判断された領域です。◆が 311の地震の震央です。 

 

 現時点で、日本周辺でアテネ大学が開発したアルゴリズムでは、マグニチュード７．６以上の地震が１

ヶ月程度の間に発生する可能性は極めて小さいという結果となっています。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
https://www.duma.co.jp/m8
https://www.pnas.org/doi/pdf/10.1073/pnas.1312740110
https://www.pnas.org/doi/pdf/10.1073/pnas.1422893112
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日本およびその周辺の広域地下天気図® 

１１月２１日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の解析で

す。現時点で一番目立つ静穏化の異常は、秋田県および青森県を中心とした異常です。ただ、静穏化

異常の形が南北に細長く、異常の確度はそれほど高いものでは無いと判断しています。 

鹿児島県・宮崎県東方の■の地域は、９月頃までかなり顕著な静穏化が発生していた領域です。す

でにマグニチュード５．９の地震が１０月２日に発生していますが、静穏化の面積が大きかった事から、ま

だ十分エネルギーを開放していない可能性もあり、もう少し注意が必要と考えています。 

また地震活動が活発化しているのは、千島海溝沿いの地域と台湾周辺となっています。 

 

 次にお示しする地下天気図は１２月２３日時点の L タイプ地下天気図です。 
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